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論 文 内 容 の 要 旨 
 中国宋代（960～1279年）においては、科挙を媒介として再生産される儒教的知識人（士大夫）が支配階層と
して君臨するような社会構造が出現した。本研究は、士大夫相互間における人的結合認識とその再生産構造、
儒教的儀礼を挙行するなかで培われる階層的自覚、階層化にともなう国家・地方官府の対応について考察した。 
 第１章では、士大夫相互間における関係認識とその再生産構造について、科挙の合格集会で形成される同期
合格（同年）という関係を手がかりに検討を加えた。科挙の合格集会を通じて、彼らは兄弟となり、特別な感
情でもってお互いを重要視する間柄となる。この集会の後、「同年小録」という名簿記録が編まれる。この名簿
は、同年間におけるお互いの確認・親睦に利用された。南宋期になると、日常生活内における諸関係形成の際
にも名簿が作成されるようになる。長幼序列確認の儀式や名簿記録、日常の詩文を通じた交流によって当該関
係の維持・再生産が図られ、やがて危急時のコネクションとして利用される結合へと発達した。 
 第２章では、儒教的儀礼を挙行するなかで培われる士大夫の階層的自覚の〈場〉として、地方士大夫が参加
する集会・「郷飲酒礼」を手がかりに、地方で彼らが表象した秩序について検討した。北宋後半期以降、地方学
校での集会や地方試験通過集会といった、地方における士大夫の交流の〈場〉に人々が注目するようになり、
この〈場〉に対して郷飲酒礼という解釈がなされていく。南宋初期になると、中央政府の指導による郷飲酒礼
の全国施行は挫折したが、実際には、個々の地方で個々の解釈に基づいて儀礼が実施されていた。 
 第３章では、州県学内に設置された先賢祠を手がかりとして、士大夫の階層化および地方化に伴う国家・地
方官府の対応について検討した。宋代の地方学校は、いかにして地方の士大夫層を把握するかという課題のも
と、地方官府・学校側がさまざまな誘引剤をばら撒いた。先賢祠の設置およびその管理に対する補償もその一
環である。対する在地士大夫層も、科挙合格を除けば、確立した終身身分を得られない以上、こうした保証を
積極的に取り入れる必要があった。ここに、学校を介した地方官府側と在地士大夫層との“協調”をみること
ができる。 
 第４章は、紹興府新昌県の教育空間をめぐる在地士大夫層と地方官府との相互関係について検討した。新昌
県の有力氏族の教育活動について、北宋期には石氏によって石渓義塾が創設され、多くの科挙合格者を輩出し
た。また南宋期には有力氏族がそれぞれ個別に教育活動を展開すると同時に、陳氏義塾のような、石渓義塾に
比肩しうる規模の私立書院が設立され、地域の教育や学術活動に大きな役割を果たしていた。一方の県学は、
南宋期以降、地方官府による不断のテコ入れを経て教育施設としての体裁を整えたが、地域の学術を牽引する
ような勢力にはいたらなかった。 
 以上のように、宋代の士大夫たちは、主体的に地方学校で挙行される儒教儀礼に参加し、そこで士大夫層と
しての共同性を確認しあい、また獲得された相互のつながりを通じて、自己の栄達や地域への影響力を強めて
いったのである。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文は、宋代の儀礼活動を通じて、士大夫の帰属意識を考察した研究である。士大夫とは科挙官僚制度を
存立の前提とする儒教的知識人を指すが、儒教の理念に基づく儀礼が挙行されるなかで彼らがどのような階層
的自覚と階層的一体感を獲得したのか、そして国家や地方官府がいかに対応したのかを解析しようとした。 
 序章では、従来の士大夫理解や儀礼活動に関する研究を整理し、北宋から南宋にかけての士大夫の動向が連
続的に捉えられていないことや、国家によって設置された地方学校による士大夫層の把握、および州県レベル
における祭祀儀礼の検討が十分ではないことなどの問題点を指摘している。 
 第一章「『同』の諸関係と名簿」では、士大夫の人的結合のあり方を探るために、科挙の同期合格の関係を意
味する「同年」という概念に着目し、科挙合格集会の期集宴およびその間に作成される「同年小録」など各種
の名簿資料を考察した。 
 宋代には科挙合格時に各種の行事が催されたが、なかでも礼部貢院で実施された「拝黄甲」（朝廷に科挙合格
を感謝する儀礼）と「叙同年」（年齢序列を確認する儀礼）が注目される。新進士は期集所に集まり、科挙合格
集会を運営するが、その際、「同年小録」が作成された。同年の進士は「同年小録」によって同年関係を確認す
るとともに、詩文を初めとする文学作品の応酬を通じて親密化が図られた。ここに見られる同年関係の認識は
北宋から南宋にかけてより高まる傾向にあった。南宋期には、「同年小録」の他にも、各種の名簿が登場した。
昇進試験の合格者たちが集う儀式や地方試験（解試）の合格者のために催された壮行会（鹿鳴宴、期集）に際
して作成された「期集小録」を初めとして、「郷飲小録」、「同官小録」、「同舎小録」、「雲萍録」などである。こ
れらの記録の淵源はともに「同年小録」にあり、特徴も共通する。北宋から南宋にかけて、士大夫は「同年小
録」の形式を援用して多様な交際記録を作成することを契機として、士大夫や士の集団を生み出していったと
する。 
 本章での論証は、科挙合格者の集会や官界における各種の集会などに際して作成された各種の名簿の分析を
通じて、地方社会において士大夫の独自の集団や社会が形成されていったことを検討したものである。時代の
変化に注視しながら、多様な名簿資料をよく読み込んで、士大夫の人的関係形成の契機に迫った考察は宋代士
大夫研究のなかで高く評価される。 
 第２章「郷飲酒礼考」は、士大夫の結合の場を、儀礼空間という視点から解き明かすことを目指す。取り上
げるのは郷飲酒礼である。唐代の郷飲酒礼と比較した場合、宋代のそれの特徴は、科挙制度との関連をもちつ
つ、礼の言説の一部として儒教知識人の間で盛んに語られたことにあり、また、郷飲酒礼を通じて、実践的人
材を登用しようとする積極的な提案が提出された。朝廷の側も士大夫の礼説、政策案に応えて、礼制整備の事
業のなかで郷飲酒礼の採用を検討した。注目されるのは北宋末期に編纂された『政和五礼新儀』において、州
の鹿鳴宴（地方試験通過の壮行会）を郷飲酒礼に改めるという解釈がなされたことである。鹿鳴宴という場は
州知事と解試通過者のみでなく、広く郷里の士大夫が集う場となっており、改名の背景には、士大夫の交流の
再生産を求める時代の要請があった。南宋期は、郷飲酒礼が各地で盛んに実践され、それが記録された時代で
あった。明州の郷飲酒礼はその代表例であり、その儀式内容から、士人たちが郷里の空間のなかで年齢に基づ
く秩序と共属意識を確認しあったことがわかる。中央政府の礼部は明州の郷飲酒礼を参考にしてその全国施行
を目指したが、各地域にその施行の採否、実践の方法が委ねられたため、明州をモデルとした郷飲酒礼が共通
のものとはならなかった。その背景には、地域ごとに儒教の価値観や思想が発展しており、儀礼も様々な地域
的解釈がなされたことが挙げられる。こうした地域単位の解釈を生み出す士大夫層の集う場を解釈共同体と名
付けている。 
 本章では、郷飲酒礼という場の分析を通じて、北宋の時代において士大夫の結合関係が地方社会に形作られ、
彼らの主張が中央政府の政策にも影響を与えたこと、そして南宋期には地域ごとに独特の学派が発展したこと
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を明らかにした。この検討結果は士大夫という本来国家の科挙官僚制を存立の前提とする儒教知識人が南宋期
にかけて地方社会との関係を強め、独自の政治思想と主張を展開するようになったことを、郷飲酒礼という儀
礼を素材として解明した点で大きな成果であると評価される。 
 第３章「先賢祠の秩序」は、士大夫の帰属意識を生み出す空間として州県学に設けられた先賢祠を考察する。
最初に、官界における成功者や郷里の名士、道学系の著名な士大夫やその弟子などが先賢祠で祀られたことを
明らかにした後、各地の先賢祠に関して具体的分析を加えている。建康府の先賢堂の事例によれば、府学の隣
に設けられた青溪先賢堂は知府によって建設され、名宦、道学派の学者などを祀ったが、祭祀の内容から、旧
時代の人物に対する宋朝の同時代の人物の優位性が強く意識されたこと、また蜀漢を正統とする当時の風潮が
反映されたことが了解される。平江で成長し、程頤に学んで南宋の官僚となった王蘋を祭祀する先賢祠（王蘋
祠）は王蘋の弟の曾孫王徳文による請願を承けて平江府が承認したものであるが、その後、子孫の王思文の要
請を承けて、平江府は王思文の管理職への任命と手当の支給を認めた。この点から、先賢祭祀は知府にとって
地方教化の一環であるが、それのみでなく、官僚の家系に対する地方官・地方官府の援助策でもあったと考え
られる。更に、浙東丘陵の中北部に位置する新昌県の先賢祠の事例からは、先賢祠で同県の在地士大夫の祖先
（石氏と黄氏）などが祀られ、管理も石氏と黄氏に委ねられたことから、学校を介した地方官府と在地士大夫
との協調を読み取ることができるとする。 
 本章の検討結果から判明するのは、南宋期にかけて地方社会との関係を強めた士大夫が先賢祠を設けた学校
に集い、地方官府の協力を得つつ、儀礼活動を共にするなかで、相互のつながりを構築し、その延長線上に礼
的秩序を模索したことであった。学校を中心とした士大夫の結合関係を鮮明にしたことは研究上大きな成果で
あり、その後の時代における地方士大夫層の動向の分析にも重要な提言をなしえていると判断される。 
 第４章「地方都市における教育振興事業と在地士大夫層―紹興新昌県を事例として―」は、教育施設をめぐ
る地方官と士大夫の関係を検討する。従来の研究では北宋期の公立学校の振興と南宋期の私立書院の発展、し
たがって南宋期における公立学校の相対的な機能低下が指摘されてきたが、両者を同時並行的に捉える視点が
必要だと問題を提起する。新昌県の事例を考察した結果は次の通りである。 
 北宋期の「有力氏族」石氏によって経営された石溪義塾は地方官学と同じような構造を備え、単なる私設教
育機関という範囲を超えた公共性の高い教育の場となっており、進士登第を目指す読書人が集い、多くの進士
合格者を輩出し、新昌県内の教育を担う存在となった。南宋に入っても、北宋の石氏義塾に相当する民間教育
施設である陳氏の書院（桂山西塾・東塾）が浙東を中心として、幅広い階層の支持を得て影響力をもったこと
が検証される。したがって、宋一代を通じて、民間の教育施設が大きな役割を果たしたと言わざるを得ないが、
新昌県学の意義を過小評価することはできない。新昌県学は南宋期に入って、幾度か学舎が修築され、先賢祠
や郷飲酒礼などの儀礼制度も整備され、その機構を充実させていったことが確認できる。その背景として、県
学を媒介とした士大夫と地方官府の密接な協調関係が想定されるべきだと見る。書院といった民間教育施設だ
けでなく、国家の設立に係る県学の動向も丹念に追跡することによって、国家の行政単位の末端における教育
の実態が浮き彫りにされたことが本章の大きなメリットである。 
 終章は本論文の内容を丁寧に整理したうえで、宋代の士大夫が州県学における儀礼活動を通じて、地方への
帰属意識を育んだことを改めて確認している。 
 以上、本論文は、「同年小録」など各種の名簿資料、郷飲酒礼、先賢祠、書院と官学などを分析の題材として、
宋代の地方社会における士大夫の結合関係とそれに支えられる科挙及第を最終目標とした教育システムの実際
を解明することに成功している。本論文で提示された研究手法は、他の時代の研究にも大きな刺激を与え、そ
れぞれの分野の研究を進展させることが期待される。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
